
庄原市社協だより



　

庄
原
市
は
、
少
子
高
齢
化
・
核
家
族
化
や
ひ
と
り

暮
ら
し
の
増
加
な
ど
、
家
族
構
成
が
多
様
化
し
、
人

と
人
と
の
関
係
性
は
希
薄
化
、
家
族
機
能
や
集
落
の

機
能
も
低
下
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、
生
活
困

窮
、
ひ
き
こ
も
り
、
Ｄ
Ｖ
、
家
庭
内
暴
力
、
不
登
校
、

障
害
者
差
別
、
母
子
・
父
子
家
庭
の
増
加
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
雑
に
絡
み
合
い
、
支
援
困
難
な

事
象
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

そ
う
し
た
中
で
、
庄
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
平

成
26
年
（
２
０
１
４
年
）
年
３
月
に
策
定
し
た
「
庄

原
市
社
協
第
２
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
に
沿
い
、

地
域
福
祉
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
現
行
の
計
画
の

成
果
と
課
題
を
ふ
ま
え
、令
和
３
年
（
２
０
２
１
年
）

か
ら
の
第
３
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。

　

本
計
画
は
、
地
域
福
祉
の
推
進
を
め
ざ
し
、
住
民

及
び
福
祉
・
保
健
な
ど
の
関
係
団
体
や
事
業
所
な
ど

と
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
取
り
組
み
に
つ
い
て

ま
と
め
た
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
め
ざ
す

活
動
計
画
で
す
。

 
庄
原
市
社
協

 
第
３
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
を

　
　
　
　
　
　
　
　

 

策
定
し
ま
し
た

本計画に関するお問合わせは、地域共生推進課（0824-75-0345）までご連絡ください。

基本理念

基本目標

実施期間

住み慣れたわが家や地域でお互いを気にかけあい、支えあい、
  喜び（生きがい・役割）を感じながら安心して暮らせる市民協働のまちづくり

　住民とともにあらゆるセーフティ
ネットのしくみをつくり、お互いが
気にかけあい支えあい、困りごとを
そのままにしない、いつでも『そう
だん』できる地域をめざします。

　地域や住民と専門職をつなぎ、共
に地域課題に対応できる体制を整
え、『あんしん』して暮らせる地域
をめざします。

　計画の期間は、令和３年度（２０２１年度）から令和７年度（２０２５年度）までの５年間とします。
そして、年度毎に年２回策定委員会を開催し、計画の進捗状況の説明、点検、見直しを行います。　

　子どもから高齢者、障がいがあっ
ても、一人ひとりに役割があり「支
えられる人」も「支える人」になれ
る、『よろこび』を実感できる地域
福祉をめざします。



身近な地域で
　　   相談しあえる体制を作ろう

《重点目標》
身近な地域の話し合いの場、小地域サロン等の支援
《地域の目標》
ご近所同士で “良い意味の「さいたら」” をし
あえる関係を作ろう
《社協の目標》
１.とにかく地域へ出向き「人と人」、「人と地域」
　をつなぐための支援をします。
２. 子どもからお年寄りまで気軽に集まって話
　ができる場を新たに作るなど、顔見知りにな
　る関係づくりを支援します。
３. 今ある集まり場や自治会内の活動が、活性
　化するよう支援します。
４.地域の中で、困りごとを話し合える場をコー
　ディネートしていきます。

１
多機関連携で
　　   課題解決のしくみを作ろう

《重点目標》
専門職・関係機関のネットワーク強化
《地域の目標》
いざという時、「助けて」と言えるよう、普段
から地域の中でつながりを作っておこう
《社協の目標》
１．職員一人ひとりが「歩く相談窓口」となり、
　いつでも、なんでも相談できる体制を整えま
　す。
２．専門分野の職員や関係機関（学校・NＰＯ・
　企業・福祉・医療・行政等）で情報の共有（ネッ
　トワーク会議）を行い、複合的な課題を早期
　解決するための体制を整えます。

２

住民にとって身近に
   感じてもらえる社協になります

《重点目標》
組織体制の強化
《社協の目標》
１．安定的な組織運営を考えます。
２．スムーズな合意形成のための法人内連携を
　進めます。
３．専門性や資質向上のために、人材育成に取
　り組みます。
４．制度や取り組みの情報を分かりやすく説明
　します。
５．人材確保を目的とした働きやすい環境づく
　りをめざします。

４
ひとりぼっちに
“しない・させない” まちづくり

《重点目標》
地域の誰もが安心できる居場所への参加を支援
《地域の目標》
自分らしく居られる、“居心地の良い場所” を
作ろう
《社協の目標》
１．多様性や個性を認め合い、その人らしさが
　“まるごと” 受け入れられる地域共生社会に
　向けた地域づくりを進めます。
(1）フリースペース、当事者会、介護者教室
　など居場所づくりを支援します。
（2）福祉教育などの事業を通して啓発してい
　きます。

３

計画の柱



５ ４

「いつまでも、元気で安心して 暮らせる地域づくりは、みんなの願い」
令和３年度　予算

収　入 （単位：千円）

①補助金収入 83,434
②受託金収入 106,255
③助成金収入 4,184
④会費収入 6,990
⑤寄付金収入 9,395
⑥共同募金配分金収入 6,917
⑦介護保険事業収入 395,625
⑧就労支援事業収入 1,305
⑨障がい福祉サービス等事業収入 22,281
⑩その他の事業収入 25,446
⑪長期貸付金回収・積立金資産取崩収入など 23,060
⑫前期未支払資金残高 79,000

収入合計 763,892

支　出 （単位：千円）

①人件費支出 496,465
②事業費支出 100,424
③事務費支出 69,317
④就労支援事業費支出 953
⑤長期貸付金・積立資産支出など 17,733
⑥当期末支払資金残高 79,000

支出合計 763,892

○補助金活用例（令和 2年度）

団体名 事業内容

口和「新月マルシェの会」

総事業費：90,750 円　内補助金額：50,000 円
和顔愛語（穏やかな笑顔と優しい言葉かけ）をモットーに、
古民家で旧暦の新月の日に、町内の採れたて野菜や自家製
チーズやパン、雑貨などを販売しています。くつろぎながら
つながりづくりができる地域の場となっています。

そばをつくり、食べる会

総事業費：105,000 円　内補助金額：50,000 円
Ｕターン者と地域で暮らす人たちとのつながりづくりを目的
に発足しました。地域でそばを振る舞うなど、新たな地域の
仲間たちとの活動が広がっています。



５ ４

「いつまでも、元気で安心して 暮らせる地域づくりは、みんなの願い」令和３年度
事業計画
　社会福祉協議会は、一人ひとりの生活に寄り添いながら、相談支援をはじめ地域福祉活動を実践し
ています。庄原市社協第 3次地域福祉活動計画に基づき、市民が主役となって支えあいのしくみづ
くりや地域づくりに取り組めるよう支援します。

  １．地域に安心と楽しみを

  ２．地域包括ケアシステムと支えあいの推進

  ３．相談支援事業の総合的充実

（1）お互いを気にかけあい、見守るしくみをつくる相談や見守り
　　さりげない見守り活動を地域の状況により展開します
（2）地域の中に集いと楽しみ、気軽に集える場をつくる
　　小地域サロンやデイホームなど住民による自主運営の支援をします
（3）地域での暮らしを支えるしくみをつくるつなぎ役
　　小さな支えあいのしくみ、互助・共助を住民とともにつくります

（1）協議体（話しあいの場）の円滑運営を支援し自治振興区等と連携した地域づくり活動を推進する
　　‟ 集まりの場づくり” や生活の困りごとを共有しお互いさまの活動に取り組んでいます。
（2）個別支援体制の定着化を図る
　　ひきこもり支援、フードバンク（食料提供）等に取り組んでいます。
（3）自治振興区や行政との連携を深める研修交流会等の開催
　　「みんなつながる地域交流会」を開催します。
（4）地域包括ケアシステムを具現化させる検討と地域活動の推進
　　地域と医療、保健、福祉を ‟つなげる” 取り組みを進めています。
（5）県域団体と連携し地域公益活動に向けた活動の推進

（1）地域・個別支援、介護・福祉資金等の総合相談体制の充実・強化を図る
（2）ひきこもり等社会的孤立に対する総合支援と市民理解の推進
（3）相談窓口のワンストップ化と断らない相談支援体制を検討

小 さ な 地 域 づ く り 活 動 応 援 補 助 金
　地域の多様な団体、グループ等の顔が見えるエリアでの、地域づくり、支えあいのしくみ
づくり、世代間交流や住民の地域活動を応援しています。

①助成金額：５０，０００円
②助成対象：自治会及び地域の住民団体、学生サークル、まちづくり活動等
③対象内容：・地域の支えあいのしくみづくり活動
　　　　　　・地域課題の解決をめざす社会貢献活動
　　　　　　・交流や定住を促進する活動
　　　　　　・地域の園児から学生までの青少年を対象とした地域に学ぶ活動及び地域との交流活動
④受付期間：令和３年６月 30日（水）
○申請方法▶事前にお問合せいただき、所定の申請用紙でお申し込みください。
　　　　　　※申請用紙は、ホームページからダウンロードできます。　
○お問合せ▶地域共生推進課（0824）75-0345またはお近くの地域センターまで



か
な
見
守
り
活
動

に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

　

来
る
来
な
い
に

関
わ
ら
ず
、
一
人

ひ
と
り
が
大
切
に

さ
れ
て
い
る
と
実

感
で
き
る
素
敵
な

「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」

で
す
。

７ ６

地域のつながりをいつまでも大切に―郷
ごうばら

原サロン（高野町上湯川自治会）

シトラスリボンに地域への想いをのせて―ふれあい句
く ら ぶ

楽部（口和町湯木自治会）

理想の「地域の家族」ここにあり―おさかサロン（総領町亀
かめだに
谷自治会小坂）

20年が育む素敵な関係―ふれあいサロン（比和町比和上自治会）

　

ふ
れ
あ
い
句
楽
部
は
平
成
17
年
3
月
に

発
足
し
、
毎
月
第
２
土
曜
日
に
「
湯
木
ふ

れ
あ
い
プ
ラ
ザ
」
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

し
め
縄
づ
く
り
な
ど
そ
の
時
期
、
そ
の
季

節
に
合
わ
せ
た
「
も
の
づ
く
り
」
が
特
徴

の
サ
ロ
ン
で
す
。

　

先
日
は
「
地
域
・
家
庭
・
職
場
（
学
校
）」

を
示
す
「
三
つ
の
輪
」
か
ら
な
る
シ
ト
ラ

ス
リ
ボ
ン
を
み
ん
な
で
作
り
ま
し
た
。
シ

ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
は
「
た
と
え
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
て
も
、
だ
れ
も
が
笑
顔
の

暮
ら
し
を
取
り
戻
せ
る
地
域
に
し
た
い
」

そ
ん
な
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
愛
媛
県
発
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　
「
サ
ロ
ン
の
イ
チ
オ
シ
？
そ
り
ゃ
ぁ
、

え
え
男
と
べ
っ
ぴ
ん
さ
ん
が
揃
っ
と
る
こ

と
よ
！
」
こ
れ
に
は
皆
さ
ん
大
爆
笑
。

　
「
こ
こ
に
来
た
ら
み
ん
な
と
会
え
る
。

会
っ
て
話
す
と
気
分
が
晴
れ
る
ん
よ
ね
」

「
気
兼
ね
が
な
い
け
ぇ
、
冗
談
も
言
え
る

し
、
み
ん
な
家
族
み
た
い
な
も
ん
よ
」

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
し
っ
か
り
と
感
染

対
策
し
な
が
ら
、毎
月
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
「
家
で
で
き
た
野
菜
の
お
す
そ
わ
け
を

し
た
り
、
旅
行
先
の
お
土
産
を
渡
し
あ
っ

た
り
な
ど
の
ご
近
所
同
士
の
つ
な
が
り
が

サ
ロ
ン
を
き
っ
か
け
に
復
活
し
た
ん
よ
」

と
世
話
人
さ
ん
。

　

お
さ
か
サ
ロ
ン
は
今
年
で
７
年
目
。
長

く
続
け
る
ほ
ど
に
互
い
に
自
然
体
で
付
き

合
っ
て
い
け
ま
す
。
お
互
い
に
気
に
掛

　
「
う
ち
の
サ
ロ
ン
は
、
来
た
い
人
が
来

て
楽
し
む
サ
ロ
ン
よ
」
と
皆
さ
ん
い
わ
れ

ま
す
。
集
会
所
の
予
約
を
す
る
人
、
サ
ロ

ン
手
帳
を
書
く
人
、
歌
の
音
頭
取
り
や
座

布
団
並
べ
な
ど
役
割
が
あ
る
の
で
足
が
向

き
ま
す
。

　
「
も
ち
ろ
ん
地
域
の
中
に
は
集
ま
る
こ

と
が
苦
手
な
人
も
お
る
。
そ
の
代
わ
り
電

話
を
し
た
り
、
顔
を
見
に
行
っ
た
り
、
み

ん
な
で
気
に
掛
け
合
い
を
し
よ
う
ね
と
い

つ
も
話
を
し
と
る
ん
よ
」　
「
サ
ロ
ン
に
参

加
し
て
も
し
な
く
て
も
、
地
域
の
仲
間
で

あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
か
ら
ね
」
と
温

か
い
言
葉
が
あ
ふ
れ
ま
す
。

　

サ
ロ
ン
が
あ
る
こ
と
で
自
然
と
ゆ
る
や

　

比
和
か
ら
高
野
へ
入
る
玄
関
口

「
王お

い
だ
わ

居
峠
ト
ン
ネ
ル
」。
そ
の
近
く
に
あ
る

『
龍た

つ
や
ま山

会
館
』
で
行
っ
て
い
た
『
龍た

つ
や
ま山

サ

ロ
ン
』
の
活
動
が
昨
年
休
止
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
今
春
「
郷
原
サ
ロ
ン
」
と
し

て
新
た
な
メ
ン
バ
ー
を
加
え
再
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

き
っ
か
け
は
「
集
ま
り
の
場
を
途
切
れ

さ
せ
て
は
、
も
っ
た
い
な
い
」「
お
茶
を

飲
み
な
が
ら
話
を
し
た
り
、
楽
し
ゅ
う
過

ご
す
時
間
が
や
っ
ぱ
り
必
要
じ
ゃ
ね
」
と

の
声
が
上
が
っ
た
こ
と
で
す
。

　

初
回
は
「
歌
を
歌
い
な
が
ら
体
操
を
し

て
み
よ
う
や
！
」
と
、
レ
ク
の
得
意
な
メ

ン
バ
ー
の
元
気
な
掛
け
声
に
合
わ
せ
て
、

皆
で
体
操
を
し
た
り
楽
し
い
時
間
を
過
ご

さ
れ
ま
し
た
。「
次
は
ど
ん
な
サ
ロ
ン
に

し
よ
う
か
ね
？
」
と
笑
顔
で
話
さ
れ
た
の

が
印
象
的
で
し

た
。

　

地
域
の
つ
な

が
り
を
い
つ
ま

で
も
保
ち
続
け

る
皆
さ
ん
を
今

後
も
応
援
し
て

い
き
ま
す
。

け
合
い
、
気
さ

く
に
声
を
掛
け

合
え
る
理
想
の

「
地
域
の
家
族
」

が
こ
こ
小
坂

に
で
き
て
い
ま

す
。

　

シ
ト
ラ
ス
リ
ボ

ン
を
作
る
の
は
、

な
か
な
か
難
し
く

手
先
の
訓
練
と
脳

ト
レ
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
地
域
へ

の
想
い
を
語
り
な

が
ら
「
い
つ
ま
で

も
『
た
だ
い
ま
』 

『
お
か
え
り
』
と
互

い
に
あ
た
た
か
く

迎
え
る
地
域
で
あ

り
た
い
ね
」
と
み

ん
な
で
話
し
な
が

ら
作
成
し
ま
し
た
。

1 本の紐から 3つの輪を作り
リボンを作る

サ
ロ
ン
の
取
組

各
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る

　
　
　

小
地
域
サ
ロ
ン
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
！

暮
ら
し
に
近
い
支
え
あ
い
の
場



７ ６

日頃から顔を合わせて話すことから
                                         つながろう ! 協議体

協議体の取組

元気づくり部会
（久代自治振興区協議体）

地域で暮らし続けるために
みんなの困りごとや地域の課題
を解決につなげる話し合いの場

　

東
城
町
の
久
代
自
治
振
興
区
で
は
、
平

成
25
年
か
ら
「
わ
し
は
百
ま
で
、
あ
ん
た

も
百
ま
で
、
み
ん
な
久
代
に
住
ん
で
生
き

生
き
」
を
テ
ー
マ
に
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「『
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
』
っ
て
ど
ん
な
こ

と
だ
ろ
う
」
と
話
し
合
い
を
重
ね
、
平
成

29
年
に
地
域
課
題
を
解
決
す
る
協
議
の
場

と
し
て
「
元
気
づ
く
り
部
」
を
発
足
し
ま

し
た
。

　
「
人
の
つ
な
が
り
が
な
け
れ
ば
、
見
守

り
合
い
や
支
え
合
い
は
で
き
に
く
い
。
日

頃
か
ら
顔
を
合
わ
せ
て
な
じ
み
の
関
係
を

作
る
こ
と
が
何
よ
り
大
事
だ
」
と
地
域
に

働
き
か
け
た
結
果
、
６
つ
の
サ
ロ
ン
が
立

ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

サ
ロ
ン
を
き
っ
か
け
に
、
昔
な
が
ら
の

近
所
づ
き
あ
い
「
な
じ
み
の
関
係
」
が
増

え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
サ
ロ
ン
の
参
加

者
は
女
性
ば
か
り
。
サ
ロ
ン
に
参
加
す
る

男
性
が
少
な
い
こ
と
が
課
題
と
し
て
浮
か

び
上
が
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
「
高
齢
男
性
の
孤
独
化
を
防
ぐ

た
め
に
、生
き
が
い
創
造
型
サ
ロ
ン
（
※
）

を
始
め
て
み
よ
う
！
み
ん
な
で
何
か
農
作

物
を
作
っ
て
加
工
し
て
売
り
出
せ
ば
励
み

に
も
な
る
し
、
会
話
の
輪
が
広
が
っ
て
久

代
の
元
気
の
源
に
な
る
の
で
は
！
」
と
、

エ
ゴ
マ
の
栽
培
か
ら
販
売
ま
で
行
お
う
と

創
造
型
サ
ロ
ン
「
久
代
ひ
ま
人
の
会
」
を

結
成
し
ま
し
た
。
60
～
70
歳
代
の
な
ん
と

30
人
の
参
加
が
あ
り
、
２
年
目
に
し
て
販

売
収
入
だ
け
で
会
の
運
営
が
で
き
る
ほ
ど

に
な
り
ま
し
た
。

高齢者だけの世帯が増えて、困りごとなどが増えてきている。
困った時に相談できる誰かがいれば安心できるし、災害時だって隣近所が仲良
くしとけば、お互いに助け合うこともできる。日頃からの人のつながりを大事
にして、健康で暮らせる地域であり続けたいですね。

　今できることを住民一人ひとりが考え、地域のみんなで話し合い、地域でなけれ
ばできないことを自分たちの力ではじめることが少しずつできています。
　そんな積み上げで「ここ久代で暮らして良かった」と言える地域となります。
より住みよい地域をめざし、一緒にできることから取り組みましょう。

（※）生きがい創造型サロン…おおむね60歳以上の男性を対象とした、生きがいづくり、社会貢献、
　　　　　　　　　　　　　経済活動を含む、生産活動中心の活動

久代自治振興区
西村和正会長
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６月16日（水）・7月 21日（水） 6月 25日（金）・7月 30日（金）

高尾運送（株）

山形建設（株）

東山プロパン店

（株）ＮＯＳＯＮ

リラックスルーム中村

匿名希望 和創作　くらね

塚本　捷支

山田　英美

細川　忠信

横田　三郎

どいメガネ時計店

中国新聞　東城販売所

ヤマモトロックマシン（株）

タナベ種苗（株）

（有）道後タクシー

池田　範行

田口石油興業（株）

flower&café HANATOJYO

（有）越智タンス店

（有）池田モータース

寺岡車輛（株）

宮田建設（株）

（株）トーエイ

旭テクノ工業（株）

（株）スターパック

（有）白岩商店

（有）森永クリーニング

大和進物（有）

中国住建（株）

（株）後藤商店

横山クリーニング

なかよしメガネ

サロンド メイプル

田守　宏好

八谷歯科クリニック

庄原同仁病院

ダイハツ広島（株）庄原店

匿名希望

毛利内科胃腸科医院

庄原どうぶつ病院

チェリー美容室

つむら動物病院

香面堂

おおかど歯科医院

ラーメン ギョーザ風龍

（株）チューゲイ

HOME　SPRING

セブン-イレブン庄原山内店

福軸商工（株）

匿名希望

皆様からの寄付金（香典返し・
見舞い返し・一般寄付等）や会
員会費を、市内の地域福祉事業
に貴重な財源として活用してい
ます。
今後とも、ご支援の程よろしくお
願いいたします。（※介護保険事
業等収益性のある事業には一切充

当しておりません）

（有）福永電機タイヤ

東城病院

御菓子処　延城堂

（有）マックス

介護老人保健施設　こぶしの里

（有）金本商店

明光自動車工業（株）

（有）マエダオート

（株）斎藤組

（有）佐々木自動車

（株）清水商店

エディオン東城店（株）高村電器

（株）総商さとう　ウィー東城店

ハートアンドギフトなごし

ヒバ食品（株）

（株）緑の村

（株）正木石油

ファミリーショップやまのべ

（有）ミマデンキ

高橋農機具店

高野設備（有）

匿名希望
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父

夫

夫

母

母

父

母

父

母

父

母

祖父

母

妻

妻

母

父

母

母

父

父

長男

母

母

田中　忠義

佐倉　満

堀内　正

三村　妙子

三河　弘子

田邊　善博

妹尾ウメヨ

八谷　増男

世良　益江

堀江　嘉之

竹原　巴

大田康五郎

国本　烈伊

増本　妙子

藤谷喜久美

石田　榮子

建石　宗男

杉澤　澄子

松村　早苗

近藤　丈登

石原　末夫

熊原　正

清水　澄子

房光キクヱ

中本町

中本町

西本町

本町

永末町

高町

高町

小用町

上谷町

実留町

高門町

三日市町

三日市町

上原町

七塚町

掛田町

本郷町

本郷町

山内町

尾引町

水越町

水越町

川北町

川北町

田中はつ江

佐倉真由美

堀内マサコ

三村　芳正

三河　茂雄

田邊　篤博

妹尾　光信

八谷　肇

世良　隆幸

堀江　豊作

竹原　茂

大田　淳史

国本　子相

増本　三郎

藤谷　耕治

石田　淳

藤川　静枝

杉澤　賢一

松村　幸美

近藤　克三

石原　洋

熊原　宥惠　

清水　裕二

房光　正治

夫

父

父

母

田盛　登

宮本　英明

山野　房信

和田　艶子

中野

中野

油木

福山

田盛　照子

宮本　智弘

山野　由紀

和田　裕

匿名希望

母

祖母

父

妻

父

羽場ヒデ子

佐藤寿美子

根川　亞久

井上由美子

沖田　満

粟田

加谷

森

帝釈未渡

帝釈未渡

羽場　弘志

佐藤　明洋

根川　潤一

井上　誠

沖田　泉

父

夫

妻

入江　茂

地子給玄朗

一岡　良子

東城

川東

川西

入江　寛

地子給るり子

一岡　寛

母

妻

父

母

父

子

叔母

松島　光恵

橋川眞智子

小笠原良致

大石　久枝

西村　公夫

中西　一矩

石富マサヱ

永田

常定

宮内

宮内

宮内

宮内

大月

中平　愛

橋川　豊

小笠原圭二

大石　英俊

西村　真一

中西　明美

徳市　正昭

母

妻

母

母

夫

岩田葉津野

定清タキコ

兼實　文子

名越ミサ子

福光　宏彰

古頃

比和

比和

森脇

三河内

岩田　福恵

定清　和夫

兼實　良三

名越　光紀

福光登紀子

東本町

高町

七塚町

中川フサエ

栗原三千枝

藤谷喜久美

平子 新田　晴士

湯木

金田

永田

徳山　坂枝

大谷　邦男

脇坂　早苗

比和

三河内

三河内

森脇

大掛　一夫

倉元　栄三

加藤貴代香

桑原　春枝

平和町

新市

川東

（備北地区消防組合退職に係る餞別返礼として）

（口和地域でもお世話になりました）

大月

三次市吉舎町

東京都新宿区

石田　英二

須安登茂美

藤井　康之

口和「新月マルシェの会」

久保井正司

森下　公廣

母

母

父

母

母

母

母

父

岩倉　敬子

升原ミツコ

松島　恒徳

草谷美智枝

永田サツキ

東　イツ子

松下タダヱ

坂元　義則

新市

新市

廿日市市

高暮

三次市畠敷町

岡大内

下湯川

和南原

岩倉　茂男

升原　敬

松島　仁

草谷　洋

永田　武司

東　初行

松下　将史

坂元　龍太

妻 長瀬れい子 新市 長瀬　義弘

父

母

母

近久　武

隂地　文枝

瀧口嘉枝子

亀谷

五箇

稲草

近久　誠

隂地　博信

瀧口　貴博

（３月1日～４月30日受付分）

令和３年５月

　社会福祉事業に寄付をお寄せいただきました。

　ここに、ご芳名を報告させていただきますとともに、心より

お礼申し上げます。寄付者ご本人の承諾のもと、氏名等を掲載

しております。（順不同・敬称略）

本会への寄付金は、所得税・法人税・県民税・市民税の寄付金

控除の対象となります。
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松島　礼子

森末由美子 鹿川　晴美

増本　綾子
松浦　綾子
立花　友美
持田　真一
本谷とも子
亀谷美由紀
落谷　時恵
栗本　良子
坂元　春江
山永　美鈴
竹上サチ子
奥田佐美子
加藤奈津恵

永田　伸子
田中　知春
井上　祥
柳生　昌徹
盛原　律子
長岡　恵
千葉万里江
加茂　京子
井ノ本幸子
坂口　啓子
峠　良子
後藤三重子
横山美保子
角谷一二美
上岡　鈴夫
渡辺　順子

小沼　将人
藤原　久子
太谷　恒人
井ノ本　綾
崎間　裕子
岸田　初音
石田　孝子
盛原みず穂
藤原　友梨
藤原　伸介
小沼つぐみ
古家　辰弥
横山　政義
長井　翔子

周藤　美佳

三川みゆき
繁田　直子
藤井　美紀

長谷川昌良
沖川　泉美
寺川　大真
田中　孝恵
片岡　博信

森近　美子
小田　徳生
若林　美花
中丸美喜子
常泰　晴香

堂面　悦子
塩音みどり
髙藤　英之
繁山美恵子
石原　勝子

柳迫　春香
林　みどり
熊本　美里
小瀧　萌香

岸田　訓

【総務担当】 【訪問介護事業所みらい】【通所介護事業所どんぐり】 【地域福祉担当】

【地域福祉担当】 【福祉用具貸与事業所】

【共同作業所ゆめのいえ】

【居宅介護支援事業所さち】

【通所介護事業所だんだん】

【ふれあいセンター】

北部地域事務所

庄原市社会福祉協議会　職員配置（令和３年 5月 1日時点）

比和地域センター高野地域センター

主　任

所　長 次　長

主　任
副主任

主　任
副主任

主　任
副主任

主　任
副主任

副主任

東城地域センター
東城町川東１１７５番
電話　08477-2-0488
FAX　 08477-3-0051

西城地域センター
西城町中野１３３９番地
電話　0824-82-2953
FAX　 0824-82-7006

東部地域事務所
高野地域センター

高野町新市１１５０番１
電話　0824-86-3044
FAX　 0824-86-7006

比和地域センター
比和町比和７９２番地
電話　0824-85-2300
FAX　 0824-85-7040

北部地域事務所

【新入職員紹介】

表紙の写真を参考にしてください。
※名前・配属のみ掲載しております。

名前 配属先
① 木山　昭輝 総合センター　地域共生推進課
② 黒田　俊浩 総合センター　地域共生推進課
③ 坂本　駿人 総合センター　地域共生推進課
④ 武田　英長 総合センター　総務課
⑤ 柳生　昌徹 高野地域センター　通所介護事業所どんぐり
⑥ 寺川　大真 比和地域センター　福祉用具貸与事業所
⑦ 原田　莉絵華 総合センター　総務課
⑧ 池尻　裕子 総合センター　総務課
⑨ 水間　美由紀 総合センター　地域共生推進課
⑩ 立花　友美 高野地域センター　訪問介護事業所みらい
⑪ 橋本　裕美 庄原地域センター　訪問介護事業所なごみ
⑫ 大塚　智子 西城地域センター　訪問介護事業所ほのか
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津秋　淳司
髙橋　浩二
池尻　裕子
武田　英長
原田莉絵華
松長ひとみ
岸　泰弘
伊藤　祥子
近藤　文香
佐々木優香

角　好子

佐々木千倉

沖川　久美

石田　貴美

二上　明 早井　昭

咽原　康平 藤尾　正彦小瀧　一樹
岡野　茂

大前　和晴
稲里　美鈴
水間美由紀
木山　昭輝
黒田　俊浩
坂本　駿人
岸　達三
平岡　梨奈
吉川　豊子

奥田久美子
藤野　明美

軒　多美恵
栗田由里恵
橋本　裕美
岩見　啓子
山脇たかこ
谷川　延江
田林あけみ
菅原たまみ

坂口　政枝
川本　伸子
河野登美子
山田美佐子
渋川　恵子
影山まゆみ
高木ヨリ子
市山みち子
高橋百合子

上川久美子
関口佐知子
名越　郁子
孫 静
佐藤美奈代
若林真由美
渡辺可代子
前田　照代
林　要子
難波　正子
賀島　文子
青木　イセ
一森　義史
大塚　葉子
重光　洋子

原田明日香
作田　文香
大塚　智子
長谷川由美
菅原　尚也
竹内　暢浩
古田　文子
坂野佐智子
松田ウルミ
藤元　芳
八野　美由
古川　利恵
上岡知恵美
作田　美智
高光　純子
捻金とし江
森田れい子
石川寿萬枝

貝﨑　文昭
田邊　侑也
清永　隆浩
繁内　徳子

賀島　和弥
半瀬美恵子

佐々木志保

長谷　千峰
瀧口　友美
柳生　順子

田邉　京子
河村　早苗
田盛真貴子

寄江　静香
田中　枝美
若佐　恵

和田　恭知
菅原　雅江
西村きよみ
瀧廣三知江
髙橋ひとみ

井之口　徹
高田佐紀子

石田美佐子

【総務課】

【総務担当】

【総務担当】

【地域福祉担当】

【地域福祉担当】

【地域共生推進課】

（地域共生推進課付）
（地域共生推進課付）

【訪問介護事業所なごみ】
【訪問介護事業所ゆるり】

【訪問介護事業所ほほえみ】

【訪問介護事業所ほのか】

【地域福祉担当】

【地域福祉担当】

【地域福祉担当】

【居宅介護支援事業所そら】

【居宅介護支援事業所りん】

【居宅介護支援事業所とわ】

【訪問入浴介護事業所】【ふれあいセンター】

【ふれあいセンター】

総合センター

南部地域事務所

東部地域事務所

庄原市社会福祉協議会　職員配置（令和３年 5月 1日時点）

庄原地域センター

東城地域センター 西城地域センター
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庄原地域センター
西本町四丁目５番２６号
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口和地域センター
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南部地域事務所
総領地域センター

総領町下領家７１
電話　0824-88-2796
FAX　 0824-88-2797



庄 原
植
うえふじ

藤　正彦さん

　今回は、しょうばら国際交流協会で日本語教室の講

師をされている植藤正彦さんをご紹介します。

　国際交流に熱心な同級生に誘われて日本語教室に顔

を出したとき、とても意欲的に日本文化や言葉を学ぶ

外国人の皆さんの姿が植藤さんの心を打ちました。

　異国の地で苦労しながらも、庄原になじもうと努力

している彼らの力になりたいと毎週１回楽笑座で日本

語の講師を務められています。

　元教師だった植藤さんも外国人の生徒さんとなると

勝手が違います。「日本のことを知ってもらいたい。

もっと日本を好きになってもらいたい。どのように伝

えれば、もっと理解してもらえるんだろうか？」とい

つも試行錯誤を繰り返しているとのこと。

日本語教室を通した国際交流

植藤さんと日本語教室に通う生徒さん

５

シンセイアート株式会社

　令和３年度から庄原市社協だより「元気かわら版」は奇数月のみ
　の発行とさせていただきます。

しょうばら国際交流協会にはベトナ
ムやインドネシアなどたくさんの外
国人の方が登録されています。外国
人と庄原市民との交流イベントなど
も行われていますので、みなさんも
参加されませんか？

「『日本語能力検定試験もがんばりたいです。職場でも

言葉が通じることが多くなってうれしいです』と語る

彼らの真っすぐな気持ちが本当に嬉しくて、もっと協

力したい！という気持ちになるんです。実は僕のほう

が彼らからたくさんのエネルギーをもらっているんで

すよ」と楽しそうに話してくださいました。

　教師経験を活かした植藤さんの活動は、庄原市で暮

らす外国の若者に安心と学ぶ喜びを与え、地域とつな

げる大切な役割を果たされています。

　これからも外国の方と地域の方との交流を広める橋

渡しをしていきたいとおっしゃられています。　

庄原地域センター
地域福祉コーディネーター　貝﨑　文昭


